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月日 発言順位 発言議員名 会派名等 時間 

1 片倉 章博 平塚クラブ ３０分 

2 山原 栄一 湘南民主クラブ ３０分 
１２月４日

（木） 

3 鈴木 晴男 公明党平塚市議員団 ３０分 

4 臼井 照人 平塚クラブ ３０分 

5 山口  聖 湘南民主クラブ ２０分 

6 伊東 尚美 公明党平塚市議員団 ２５分 

１２月５日

（金） 

7 野崎 審也 平塚クラブ ２０分 

8 府川 正明 湘南民主クラブ １６分 

9 伊藤  裕 平塚クラブ ２０分 
１２月８日

（月） 

10 岩田 耕平 平塚クラブ ２１分 

11 渡辺 敏光 日本共産党平塚市議会議員団 ２２分 

12 後藤 輝彦 市民派の会 ２２分 

13 江口 友子 無所属 １１分 

14 高橋 紀英 無所属 １８分 

１２月９日

（火） 

15 厚見 利子 無所属 １１分 

                              
 
 
                                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 
日本共産党議員団の法律相談 

次回は１２月１３日です。 
午後１時  （要予約）                        

日本共産党平塚市議会議員団 
電話 0463－23－1111（内線 2375） 

平塚市浅間町９－１ 平塚市議会控室 
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１２月 議 会 総 括 質 問 予 定 者 

※ 重度障害者医療費給付事業に補正  ３,４９２万７千円 
「重度障害者の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例」が９月

議会で可決しました。内容は、障がい者の医療費補助対象に精神障がいの方

も加えるというもの。精神障がい者・関係団体の方々の長い間の要望でした。 

精神障害者保健福祉手帳の１級の所持者の方が対象で、本年５月 31日現在

で 185 名となっており、200 名弱と予想されています。 

 実施は平成 21 年１月１日（１月の診療分）から。精神障がいの方は 1000

人以上居る中で、今回は１級の方が対象となりましたが、まず一歩を踏み出

してくれると関係者は期待しています。 

今回は、その予算（約３７０万円）と障害者の増加による医療費助成の増

額が上程されています。 

 
※ 国民健康保険事業特別会計繰り出し金 
         １億９,８２９万２千円 
療養給付費等の増加により、繰り出し金を増額 

するもの。 
 

※ 農業振興対策事業 ３６０万円 
施設園芸農家への緊急経済支援策として設けられたもの。 

ビニールハウス等、省エネ化に向けた資機材を導入した農家に費用の助成

をする新たな制度です。 

市内農家では、原油価格高騰などで経営に大きな痛手を受けています。今

回の補助制度は、花き、野菜の栽培をしている農家で、重油の消費を減らそ

うと新たな省エネ施設（空気膜二重構造のビニールハウスや、ヒートポンプ

という電気を使用する暖房機器など）を購入した場合に、 

費用の３分の１（上限１申請につき１２万円）を補助 

するというものです。 

今年の冬の準備はすでに済ませた農家もあることから、 

今年の４月１日までさかのぼり、４月１日からＨ２１ 

年３月末までに導入した農家を対象としています。 

 

１２月議会に提出された 

補正予算案について 
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平塚市のごみの一部、 

今月２５日から９日間茅ケ崎市に処理依頼 

  

 

★１１月１０日早朝、大神にあるご

み焼却場が３炉とも一時停止に。 
原因は東京電力の寒川の鉄塔に海

鵜がひっかかり、送電が止まったた

めとのこと。１時間後３炉とも復活

しましたが、１炉だけＣＯ計が動か

ず、翌日から３日間の修理に入りま

した。 
★１１月１２日午後、２つ稼働して

いる炉のうち、１つの炉にごみを運

ぶコンベアが破損し、その炉が停止。 
このコンベアは今年度中にオーバ

ーホールを予定していたものでした

が、その前に壊れてしまい、最短で

も修理に２週間かかるとのこと。 
この時でごみの貯留は約１３２５

ｔ。修理が終わるまでには約５００

ｔのごみが収容不可能になると判断

し、茅ヶ崎市に緊急に処理のお願い

をしたといいます。 
＊１１月２５日から１２月９日まで

９日間搬出。 

＊１日約５０ｔ（約３０台分） 

＊予想される処理経費は 

１０２１万７５００円 

★１１月２０日、資源循環課から以

上の報告書が配布されましたが、議

会運営委員会で、①議会への報告が

遅い②報告書の配布だけで済ませた

点に批判の意見が出されました。 

１８日、松本議員は環境事業センタ

ー（ごみ焼却場）を訪ねた折りに、こ

の話を聞きました。 
下の写真は、３号炉が止まって焼却

できずに溜まったごみの状況です。 
これから、年末の大掃除もあること

から、早急な判断が必要だったと思い

ますが、やはり報告が遅いと指摘され

たことは否めないところです。 

 

市役所の受付窓口に 

いつも きれいなバラの花 

皆さん、ご存知でしたか？ 
市役所の受付窓口には、市内の園芸

農家からきれいなバラの花が届いて、

いつも来庁者を和ませてくれている

ことを。 
毎週、週明けに届くので火曜日頃が

見頃でしょうが、これはそれぞれ金曜

日の写真です。週末になっても、こん

なに生き生きと咲いています。 
毎回、変わったバラの花が飾られて

いて、種類の多さに驚かされます。中

には、緑の葉の変形かと思われるよう

な花にも出会います。 
市役所を訪ねて目的の手続きが終

わったら、ちょっと受付窓口のカウン

ターにお立ち寄りください。 
さわやかな受付担当の方たちの横

に、並んでいます。 

 

 

こちらは、２５日、１２月議会の初日に議会局

の入口に飾られたバラの花です。 

これも、市内のバラの栽培農家からいただいたも

のだとのこと。 

自然の素晴らしさと農業の大切さをつくづく 

感じます。         

              （Ｍ） 


